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研究分野：エルゴード理論 
科研費の分科・細目：数学・数学一般（含確率論・統計数学） 
キーワード：疑似乱数，ペロンフロベニウス作用素 
 
１．研究計画の概要 
高次元の力学系に対応するペロンフロベニ
ウス作用素のスペクトルの研究とそれを用
いた疑似乱数の構成を行い，疑似乱数の
discrepancy をペロンフロベニウス作用素の
スペクトルにより評価する． 
 
２．研究の進捗状況 
力学系のエルゴード性は，対応するペロンフ
ロベニウス作用素のスペクトルにより決定
されることはよく知られている．１次元の力
学系では，そのスペクトルは再生方程式を用
いて一般的に決定することができる．このこ
とを用いて，拡張的な力学系から，ファンデ
ルコープト列と名付けた疑似乱数を構成す
るとともに，そのディスクレパンシーを決定
する方法を開発してきた．さらに．与えられ
た力学系が最善の疑似乱数を構成すること
が可能な力学系はマルコフ型の力学系であ
り，さらにエッセンシャルスペクトル半径と
スペクトル半径の間に１以外のスペクトル
が存在しないことが最善の疑似乱数を構築
する条件であることを見いだした． 
しかし，高次元の場合には，高次元の力学系
に対応するペロンフロベニウス作用素のス
ペクトルにおいてはエッセンシャルスペク
トル半径が通常の力学系では望ましい値よ
りも大きくなることによって，一般論を用い
て，ファンデルコープト列のディスクレパン
シーの決定が行えないばかりでなく，良好な
疑似乱数を作ることも困難になることがわ
かってきた．今回の研究では高次元の力学系
に伴うペロンフロベニウス作用素のスペク
トルを求める理論を構築するとともに，対応
するペロンフロベニウス作用素のエッセン
シャルスペクトルが最小値をとるような高

次元の力学系がどのようなものであるかを
研究するとともに，そのような力学系を用い
て，ディスクレパンシーの小さな良好な疑似
乱数を構成することが目標である．そこでま
ず２次元および３次元については，既約多項
式を用いることで新しい力学系を構成し，そ
れを用いることで非常によい疑似乱数を構
成することに成功した． 
この方法は一般の次元へと拡張が可能と思
われる． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
高次元の力学系のペロンフロベニウス作用
素のスペクトルの一般論は基本的に困難で
あることがわかってきた．また，どのような，
高次元の力学系において，ペロンフロベニウ
ス作用素のエッセンシャルスペクトルが最
小値をとるかということはおぼろげに見え
てきた． 
すなわち，力学系に代数的構造を持つ必要が
あるだろうということである． 
これまでにきちんとわかってきたのは２，３
次元の場合のみであり，一般論へはとっかか
りを見つけたに過ぎない．一般の次元への理
論がまだできていないので，５０％程度であ
ろう． 
 
４．今後の研究の推進方策 
一般の次元の場合に，これまでに構成した力
学系を一般化し，その力学系のペロンフロベ
ニウス作用素のスペクトルを求める． 
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